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町公民館主催の「達人と遊ぼう！！ほうき作りコー
ス」の1回目は6月4日、江刈農村センターで開催さ
れました。
講師は達人の皆川竹男さん（71歳・畑）。参加した
12人は自分で育てた材料のほうき草を持ち寄り、手
ほどきを受けました。昨年に続いて参加した日向スミ
子さん（63歳・小苗代）は「初めての作品は、片手
で持てないような大きなもの。記念に飾っておきまし
た。今年は家で使えるものを作りたい」と意気込んで
いました。
この日は、ほうき草の種を配布し、種まきから収穫
までのポイントを伝授。10月上旬、2回目のほうき作
りでは達人顔負けの作品に仕上がることでしょう。

達人の技わたしたちも
楽しんでほうきづくり

「頭も手も足も全身を使って編み込むからぼけ防止にも効果大」と
みんなを楽しませる達人・皆川さん（左から2人目）。

江刈中学校（川村俊校長・生徒65人）では6月1
日、馬淵小、五日市小と江刈小の児童80人も招
待し「朗読会」を開きました。読み手はこれまで
もたびたび町を訪れている女優の樹原ゆりさん。
小学校の国語で学習する絵本「ちいちゃんのか

げおくり」で樹原さんが感情豊かに話し始めると、
空襲の中で家族と離ればなれになった女の子がや
がて命を落としてしまう切ないお話に、会場の子
どもたちは感動の涙を流しました。図書委員長の
栗村亜由美さん（江刈中3年）は「登場人物のや
さしさや相手を思う気持ちがジーンと伝わってき
て感動しました」とお礼の言葉を伝えました。
朗読会は町の総合センターでも開かれ、読み聞

かせに興味を持つ多くの人たちも今後の活動の参
考にと参加。魅力をたっぷりと味わいました。

プロの魅力たっぷり
樹原ゆりさん朗読会

それぞれが作品の主人公になったような気分･･･分分分分
会場はシーンと静まり返えって時々涙をぬぐう場面も･･･

加入者をモデルにしたポスターで身近な農業者年金を訴えた農業委
員と事務局のみなさん

鐚巻町農業委員会（鈴木努会長）に、平成18年度
の農業者年金加入推進活動で、独立行政法人農業者年
金基金理事長から顕彰状が贈られました。全国で25
農業委員会、県内では唯一の顕彰となったものです。
農業委員会では平成14年に新規加入した八幡勝幸

さん（40歳・赤井田）、与志子さん（35歳）夫妻を
モデルにポスターを作成。「身近で安心な農業者年金」
をPRしました。これを契機とした毎年10人を超す新
規加入者は県内でもトップを誇っています。
平成10年と11年に「女性の加入推進部門」と「加
入推進部門」で農業委員会と夢ミルクの会が表彰を受
けて以来の快挙に、「老後を豊かに暮らすためにぜひ
加入を」と加入推進にますます意欲を燃やす農業委員
の皆さんです。

加入推進で他の模範
農業者年金で顕彰状

昭和42年に結成されて40年。より良い家庭作りの
知識を広め生活改善を推進し続けた町の生活改善グル
ープ連絡研究会（荒谷セツ会長・会員33人）がその
歴史に幕を下ろす解散式が6月15日、ふれあい宿舎
グリーンテージで開かれました。
13グループ177人でスタートした会は、5グループ
33人まで減少。会員の高齢化により会の存続が困難に
なりました。台所改善から始まった活動は安全・安心
な農産物を販売する「母ちゃん市」や、ふるさとの味を
都会に送る「ゆうパック」の発送へと広がり、町内外
から親しまれました。中には冠婚葬祭の料理で地域に
貢献したグループも。元会員の外地勝枝さんは「会は
学舎であり楽園でもあり、ストレス解消の場でもあっ
た」と懐かしく思い出を語り、活動で得た知識と技術
を今後の個々の活動に生かすことを約束しました。

生活改善続けて40年
惜しみつつ活動に幕

「婦人の船」の参加、食育活動として取り組んだ中学生の「郷土料
理体験受け入れ」など思い出を語った解散式。
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鐚巻町商工会工業部会（福井克身部会
長・会員77人）は6月10日、小屋瀬農村
センターとなりの公園に設置してある遊具
のペンキ塗りを行いました。参加した20
人の会員が作業に励み見事ピカピカに変
身。各種職人技を結集した連係プレイに参
加者の笑顔もピッカピッカ。

テスト終えてほっと一息
鐚巻高で中高生が大爆笑
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落
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台
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縄
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だ
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で
し
た
。
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来

「あなたの家庭菜園お助けし隊」事業で
始まった農園。一斉耕起から１カ月あまり
の6月21日、菜園に耕作者が顔をそろえ、
お互いの野菜の出来栄えを披露。農業改良
普及員からこの時期の管理のポイントも聞
きました。「虫がいっぱい付いているのは、
おいしい証拠。このまま自然に育てます」
と楽しんでいました。
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よ
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顔
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い
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ど
満
開
。


